
12ヵ国から若者参加
国内外の学生が被爆地 で核問題や平和構築の方策 を学 ぶ広島

正
当
化
論
テ
ー
マ
に

市立大 (安佐南区)の短期集中講座 「ヒロシマと平和2007」は31

日、米国などに根強い原爆投下の正当化論をテーマに取 り上げ、

12カ国の若者が活発な意見を交わした。 (田中美 千子 )

原
爆
投
下
を
ど
う
考
え
る
か
意
見
を
変
わ
す
各
国
の
学
生
た
ち

や
韓
国
な
ど

五
カ
国
の
学

生
が
集
ま

っ
た

ア
ジ

ア
グ

ル
ー
プ
は

「原
爆
は
戦
争
を

早
期
終
結
さ
せ
た
」
と
の
考

え
が
根
強
い
地
域
と
い
う
点

で

一
致
。
日
本
の
ニ
グ
ル
ー

プ
は

「絶
対
悪
」
と
し
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
や
英
国
な
ど
の
ヨ

米
国
や
韓
国
、
ス
ウ

ェ
ー

デ
ン
、
ド
イ
ツ
な
ど
海
外
の

二
十
九
人
と
市
立
大
の
二
十

四
人
が
、
北
米
、
ア
ジ
ア
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

一
、
日
本
二

の
計
五
グ
ル
ー
プ

に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地
域

の

「原
爆
観
」
を
確
認
。
そ

の
上
で
、
三
度
と
原
爆
使
用

―
ロ
ッ
パ
グ
ル
ー
プ
は
多
様

な
意
見
が
あ
る
と
説
明
し

た
。た

だ
、
学
生
自
身
の
意
見

は
自
国
の
原
爆
観
と
重
な
ら

ず
、
正
当
化
論
を
受
け
入
れ

る
声
は
出
な
か

っ
た
。

「
歴

史
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
、

被
爆
者
の
話
を
子
ど
も
た
ち

に
聞
か
せ
る
機
会
を
設
け
た

ら
い
い
」

（
米
国
）

「
中
国

や
韓
国
人
の
原
爆
犠
牲
者
も

い
る
と
知

っ
て
も
ら
え
ば
、

ア
ジ
ア
で
も
正
当
化
論
者
の

考
え
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
」

（
ア
ジ
ア
）
な
ど
の
提

言
が
続
い
た
。
市
立
大
の
学

生
か
ら
は

「
日
本
は
侵
階
の

歴
史
を
歩
ん
だ
事
実
も
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
」
と
の
意
見

が
あ

っ
た
。

北
京
の
大
学
三
年
陸
暁
菌

さ
ん
（
２‐
）
は
講
義
終
了
後
、

「か
つ
て
自
分
の
中
に
も
原

爆
投
下
を
正
当
と
す
る
考
え

が
あ

っ
た
」
と
明
か
し
、
「各

国
の
若
者
と
意
見
交
換
し
、

被
爆
者
の
話
も
聞
き
、
原
爆

の
恐
ろ
し
さ
に
理
解
が
深
ま

っ
た
。
多
様
な
意
見
に
耳
を

傾
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

う
」
と
話
し
た
。


